
戦
国
時
代
の
永
正
一
二
（
一
五
一
五
）
年
に
作
ら
れ
た

多
武
峰
領
膳
夫
荘
差
図

と
い
う
談
山
神

社
所
蔵
の
領
地
絵
図
に
、
領
地
・
膳
夫
荘
（
か
し
わ
で
そ
う
）
の
一
部
と
し
て

出
垣
内
里

が
注
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
注
記
が
江
戸
時
代
に
入
る
と

膳
夫
村
之
枝
郷

に
変
わ
り
ま
す
。
寛
文
四
（
一
六
六
四
）
年

ご
ろ
か
ら
注
記
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
こ
ろ
以
降
に

出
垣
内
村

が
膳
夫
村
か
ら
独
立
・
分

村
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
出
垣
内
村
の
地
名
は
、
そ
の
後
も
江
戸
時
代
か
ら
明
治
維
新
以
後
ま

で
続
き
ま
す
。

明
治
二
二
年
の
町
村
合
併
に
よ
り
香
久
山
村
の

大
字
・
出
垣
内

と
な
り
ま
す
。
大
正
二
年
に
国

鉄
・
桜
井
線
（
現

桜
井
線
）
の
香
久
山
駅
が
、
当
地
の
東
北
部
に
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
三

一
年
三
月
に
桜
井
市
の
大
字
と
な
っ
た
あ
と
、
同
年
一

月
に
橿
原
市
へ
編
入
さ
れ

橿
原
市
出
垣
内

町

と
な
り
ま
し
た
。

出
垣
内
町
を
は
じ
め
隣
接
す
る
当
地
一
帯
は
、
古
代
か
ら
東
西
に
走
る
伊
勢
街
道
（
横
大
路
）
の
往

来
に
よ
っ
て
発
達
・
繁
栄
し
て
き
ま
し
た
。
か
つ
て
桜
井
市
吉
備
と
の
境
界
に
あ
る
黒
田
池
の
底
か

ら
、
後
期
の
縄
文
土
器
や
弥
生
土
器
な
ど
古
代
の
遺
物
多
数
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
古
い
時
代
か
ら
当

地
に
人
が
住
み
生
活
を
続
け
て
き
た
、
な
に
よ
り
の
証
拠
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

伊
勢
街
道
の
往
来
で
繁
栄


